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パースナtJティの形成と文化に就いて

本　　床　　良　　邦
Yoshikuni HonEyO

〔Ⅰ〕

一般に生物は,自己のもつ生命力の発動にともなつ^ differentiate L成長してゆくのである

が.その分化成長が必ず天女にインチグレイ下された統一体としてまとまってゐる.姦人としての

人(whole-bei.ng)は亦夫々に他であり得ない所の固有のものを有っている.即ち各個体が独特の

integrationをもつのであるからその人独特の麓験が始めてその人を教育すると云うHopinsの所

謂′/代理不可能の原理〟がうなづかれるのであるo　かかる固有の統一体としての人間像をパ-ネナ

1)デイと云うのであるが,これは知的情意的酎固々独特の行動様式を表わすのであって,時により

事情によってかなり変転した婆で表われる力動的過程である.而して単に心理学的に偏するもので

はなくで,特にパースナ1)デイの形成過程を玲ずる場合は社会と個人とのカ動的相互関係をみつめ

ねばならない.即ち個人は社会集団の成農であるが故妃既に文化所属を決定せられ,その中で育て
●  ●  ●

られ学習してゆくからそこに比較的共通なパースナ1)ティが形成せられ-るのであるo　そこで各個ふ
l

人を集団として見た嘘合,亦他の集団とは興る特性を見出す轟が損来るであら･?.

さて子供が親から受けついで来た最も大きなものは生きようとする力即ち生命力であ亘やミ,この

生命力は今後木人として社会的な人間として生きてゆく上に必要な適応(adaptation)のカを備え

ている.而して肉体的成長につれて′′分化した欲望′′をもつからそれにつれて自己と環境との適応

をうまく処理せねぽならなレ.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
■

●  ●

即ち個人は環境との適応を常に抵抗少くしようとし, averageな人たるべくその社会生活に慣れ

ようとするのである.それは種女の色合いをもった環境の刺戦に応じて種々の色をつけて顕現して

来る一種の潜勢力(potentiality)をもっているからなのである｡生命力をもつ財固体が飽く　まで
1

外界と適応してゆかねばならないから,欲求はPhysiologicalなneedと同時にsocial needを

有たねばならないO　と云うのは個体は如何なる場合でも決して集団的な生活を扱きにしては考え待

ないか.らであるQところが社会性が複雑多様化し社会そのものの連帯性が強固になればなる程,. ･集

団のメカニズムによって生理的欲求は制約をうけるのであるO　と.O様な欲求が生理的社会的なもの

として発現し醸現してゆく過程に於いてその人の行動の型(behavior pattern)が･,寒はその人の

生れると同時に入り込む社会が既にもっている′′伝統としての文化'′によ?て色づけられて乗る甲
●

である｡つま机固体Z!C本具する生命とし7:のpotent王　　以上に我々が本能と呼ぶべき一定の色
�"�"�"�"

合いをもった,ものがあるのではなく,欲求として働く個体中の動因(drive)匹従つ-T社会的自然

的環境に適応してゆく過程にその個体特有の行動の系列があらわれる｡ ､之が所謂パースナ1)デイと

云われるものなのであ�"S｡
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〔ⅠⅠ〕

K.Lewinが個人差を次の如き三つの要素から競明しているがく10)即ち,
●

(1) Structure of the totol System.

g) Degree of Differentiation.

Type of Structure.

(2) Material and State of the Syste耶s.

Differences in materials.

⑨　State of Tension of the Systems.

(3) Differences in Content of meaning of the Syatems.
●

以上の分析は勿論トポTlギP)レなものであり,その三つの複合が偶人の差をつくりだすと考えちれ
l

ち.此の｢金体系の構造｣と｢その体系の素材及び状態｣とは形式的な差であり,つ草り人種や階

級を超えて晋遍的な構造と構成の基礎をなしていると希い得るのである.然るに(3)の, 『その体系に

放ける意味搾り内容卦と云うのは,金くその個人の置かれ舞場つまり環境乃至シテユエーシヨ=/,

寿い換えれば時間的(歴史的)空間的(地理的) ･社会的背景に応じて与えられるものである｡こ
/

れをレヴインは次の如く読明している｡ 『兜と冬2人の個人の構造及､び質的特性(the material
t

Properties)が同じであっても,その体系に対応する内容は異なる一であろう. ,そしてそれがパース

ナリデイの決定的な心理学的差異を構成するのである.喪とえ彼等の構造や鄭匂特性が坤んど同じ

であってもTlシャの草原に於ける4才児とサ-/ララ-/ツ云コの支部術の4才児と娃彼等の自壊や理

想の内容や生痛の異つ衷色々な分野の意味を異にする故に重大酎固人的蓋異を示すであろう.とれ
､ノ■ヽ′ヽ一一一′､ヽ

らの内容の差は,質的特性や構造的な而(structural plan)よりも高度に歴史的影響に依存する
ヽJへ_一ヽ′ヽ}′ヽ/ヽ)′ヽ′【-…ー′､′､′ヽノヽ一へ_ヽJへノヽ_一ヽノヽ一ヽノヽ一へ_へ′一､一′､′､′ヽ一一ヽ′ヽ_′ヽ/ヽノへ一へノ…ヽ′ヽノヽ′､}′ヽノヽ一一ヽ′ヽJへ-′ヽ一一ヽノW､一へ_一ヽ′ヽ′ヽ/ヽ/＼′ヽノ､一　　　一ヽ′ヽ′ヽ′ヽ/､一へ一へ一へ一へ一･ヽノヽ一-一′ヽヽノ､一､一~-′ヽ′､一ーヽ′ヽノ〉ヽ■′■､一′ヽ′ヽ一′ヽ一一ヽ一一リ′ヽノヽ_′ヽノーヽ_′

のである』 (Lewin; op. cit, P.209.点線筆者)と述べている.

つまり日本に生れた子供は日本の封ヒに同化さるべき運命をもつ1Tいる甲であり,亦田本に生れ
●  ●  ●

たアメ1)カ人が田本の東北地方otある相で日本人達だけの事で育てられるとき彼が東北人として生

長する事は明かな事である.　､　　　　　　　　　　　　　一

これ性｢児童の主要な限外･態度･理想･興味･目的等が児童の生れ出JCくる金環境的背景によ

らて凡て条件づけられ七,その中に於で形成せられ｣ C13)でゆくが故に,まさしく｢児童株文化の

複金棒(a cultural complex)の中に生きている｣ (Olsen, Ibid.P.30)と云い得るのである.即

ち日本にはそれなりの独自の生活様式(the way of living),政治経済組醜･理想道徳等々をも1′

っているからであり,亦東北地方由ある村は他のそれとは異る集団的特色をもらculture baseを
＼

もっているからである.これ株全体的環境的な背景が,うまり歴史的につくられ女社会的なpatter^
●

nized behaviorである文化が,その中で生きている子供に強く作用しこれらを子供達が学習して
I

ゆくからなのであるo云い換えれば子供達がcommunicationによって絶えざる成長を遂げ,共同､

経験(shared experience)に参加してゆく事によってUl)軍この自然としての習慣の体系･行動
～

樺式･認職博通等を学びとってゆくからなのであるq



l

　

　

ノ

･

･

-

　

-

　

1

1

J

I

　

-

　

丁

.

き

-

∫

l

l

+

A

l

与

l

･

-

1

1

4

,

-

　

ヽ

　

　

　

I

 

I

一

･

I

J

本一　　任　･良　　　邦･　〔研究紀賓　欝4番〕　　19

従って,個性化と同時に社会化をすすめねばならない教育が,習慣化と云う青葉でもわかる如く
ヽ-一ヽノヽー′､ヽ一､､

常に保守的性格をもつのもその為であり,この′′routine habit〟の上に知性としての習慣,即ち

創造的習慣を打ち立てでゆかねばならない.そこに教育の進路が見出し得られると鳳�"3のである.

さて,メ-スナリティ形成に文化的要因が如何に重要な役割を果すかを強調したのがM. Mead

であるが,彼は現代の社会ではなく未開社会の研究によってそれを読明しでいる.　､

(註)勿論,ミードは,すべて文化的要因によってパースナl)ティが形成せられると云っているのでは卑恒
t句I

亦,未開社会に於ける文化とパ-スナl)ティをそのまゝ現代の社会に於けるそれにあてはめる拳骨に

も,色々問題がある｡
●

即ちニェ-ギニヤのマヌス族では母が漁巣に従軍し父親が家に留まり幼児の世話をする.ここの子

供等に人形を与えてみると女児よりも男児の方が人形遊びに興味をもったと云う.これは女性に

母性本能があると考えられていたのが,女児の母親えのidentificationでありimitationであっ

たわけである.即ちマヌスわ男児が人形遊びに興味をもったのは父親えの同一化を絶えず行いつつ

あったからであ~る. 1故に母性的行動は決して本能的なものではなくでやはり文化基盤から生するも
●  ●  ●

のなのである.子供の擬人化の傾向にしても子供に本来的にあるのではなくてこれも寧ろ社会から･
I

与えられるものであり,子供の心理的発達はやはり文化構造に依って規定せられてい畠のである.く5)

亦,性の差によるパースナリデイの神異即ち男性的パ-スナリティ,女性的パースナリデイも決し

て生理的なものではなく,チヤムブl)族でみられる如く我々が云う男性的パー云ナリデイと女性的
メ

メ-スナ1)ティとが全く逆になつi:いる.とこでは婦人が経済的活動をつかさどり男子は女子に依

存的である.従ってここの女性は積極的で支配的なパ-スナ1)デイをもち男性は消極的で依存的で

やさしいパ-スナ1)ティをもっている.この社会で男子が積極的･独立的であれば社会的不適応者

とTされるのである｡亦アヲペツシュ･ム-/ドォグモール両種族では.両性間に性差がみられす,前者

では両性とも温和で非攻撃的パースナ1)ティ(我見の云･3女性的)をもち後者は両性とも乱暴で攻撃

的パースナ1)デイを持っている.この事は性の差によるパ-･スナ1)ティが生物学的要因に基くので

はなくで主に文化的に形成せられてゆく事を示すものである(7)亦ミ-ドは青年期の反抗現象,不

適応現象をとりあげ,これも身体的原因から証明さるべきではなくでやはり文化構造の-;.ぢにその
′

原因を求むべきであると説いている.即ち我々の社会では青年期になれば急激なる身体的遜連変化

により社会的不適応現象を起すものが多く現れるのであるが,サモアに放ける育年足は此の現象が

みられない｡これはサモアでは文化内容が単純で青年期に於でも選択に苦しむ事が少く亦,性Vt対す

る抑圧もない.両もサモアは-大連合家族になっているから子供達対して愛情が片寄らない.かかる

社会で徐kに文化を獲得しでゆくから,サ奇アの青年には不適応がみられないと云うのである(6)

cnn

癖ぐの如きMeadの研究にみられる如くパ-スナ1)ティの形成は,･文化環境の性格によって規

定せられる処多く,パー束ナ1)ティが生物学的乃至心理学的概念であるよ.t)魔寧ろ一種の社会学的

概念であると解され得るのである占特にパースナリデイの形成過程を論ずる場合は有機体の反作用

を帝発する環境巨体q)特性即ち環靖としてや封措頁撃(culture pattern)をみ?担ねばならないg
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云い換れば文化が如何にしてパ-スチリティ形成の条件となり得るかを究明しなければた●らないの

で石O

･さて個人は社会によって規定せられつつ文化の保持者となるのであるが,同時に文化の創造者･

操縦者ともなり文化の変化に横板的な役割を果すのである.だからパ-スナ1)ティ形成に澱ける文
●  ●

化的要因をみんとする場合には文化と個人との動的な相互関係,就中個人を中心として文化が如何

に個人に影響を及ぼすかをみなければならない.一般に個人が文化々(enculturate)せられ社会化

(socialize)さ辛しると云う事は,個人が文化的学習(cultural conditioning)を行って適応してゆ

く事に外ならないが,これは個人が一定の歴史的社会のcultural pressureによ?て形を与えら

れ,この圧力の下で個人がそ.O社会における普通人-と形成やられてゆくと考えられるのであるO
I

即ち社会に茶けるcultural expectationが個人を一定の文化のタイプに形成してゆくりであり文

化期待が『パースナリティを形成する圧力』 (personality mouldingpressure)となるのであや.

とこに文化の個人に対する形成的園係が成立するので奉る.云い換えれば文化は個人に対して杜会

的に承認せられたパースナリティ(approved personality)即ち棟準人(average man)允らん

事を要求する.?まり集団的文化の統合である文化型は価値体系であるからしてその文化に属する

各偶人をして模準人たらん轟を求める.これが文化期待であり文化拘束であって,文化がパ-スナ
●  ●  ●  0

1)ティ形成の力をもつ所以である.此の文化的圧力で以て文化所属を決定する.而してとの様な文
�"�"�"�"�"�"

化的圧力期待に個人は,集団内の社会的身分｢social statusJ or地位｢position｣と役割｢social

role｣の網状組織に於で出くわすのである. (豊沢蟹,日本教育社会学会,昭26)

斯く,幼時より個人は社会的訓練を施され,その要求に韓′J､限食致しなければ社会的に生きてゆ
�"�"�"�"�"�"�"�"�"

けないOであり,社会的方式(social mode)を身につけなければ仲間はづれにされたり,人に笑わ
●

れ挺りする.その社会の期待にそむくものは悪人であるからして既存の文化に従わなければ社会的

に処罰を受ける｡試みに仕来たり的社会方式は,社会の巨大な-ズミ串であると云い得るのである｡
/ヽ･′ヽ一【ヽ/ヽ一一一′ヽ′へ一{}′＼ノヽ一′ヽ′~､-′ヽ一{-′■､一一ヽ一一ヽ-′ヽ､一一ヽ一′ヽ-′

故に,ミードの云う如く自我そのものは本来的に生れつき春するのではなく,社会的経験と活動

に於で発生するものであり,パースナ1)デイは本質的に社会的構造であり,社会的経験の中に生れ

るものなのである.ここにオルポ-下の云う｢パ-スナ1)デイとは凡そ社会的事実(socialfact)

である.｣(9Iと云う事がう琴づかれ,亦レゲイ�"y(D兜に述べた個人差の場食の"素材'T･も"意味深い

�"�"�"�"�"
内容Hも此の社会的事実にあ挺ると云えようo

かかる社会的事実とLTCのパーy>ナ1)デイは,'幼少より文化的学習を通じて犬kパ-スチリデイ

を売成させてゆくのであるから夫々異ったaveragemanが形成されるのも当然の事である.例え

ば前述の非攻撃的パ-スナ1)ティをもつアラペシュ族で株,子供はすべての人から愛され安定した

感情をもつが,攻撃的パースチリティをもつムγドゥグモール族では個人間の争が絶えず∴子供に

滑する愛情は温くない.亦クワキウTJレでは誇大素憩的な人間が,ドブ島では構疑心の強い人間が

棟準人であり,バ1)鳥人のパースナ1)デイは無感動な分裂症を星している.とれはバ1)島で絃幼少

素り生喝上のきびしい的乗を守るべく訓簡せられ対人関係も専琴的に燭理せられるq亦幼児に母親
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が乳を与えるように見せかけて与えすに却ける｡

即ち絶えず蒜覇謎麗町情如瑚え~られ去からである.(琵霊宝チ�"The Balinese Character, 1842)

此①様に異つ食文化妃は夫Jet異った療準人があり,我々.から見れば異常である事が彼等にとって性
●

､何ら異常ではないこととなるのである｡
�"�"�"�"�"

かかる標準人から亦,理想的人間も考えることが揖来るのである｡

政のaverage manは,文化の拘束に従い文化に適応した人であるが,亦,その社会の文化に適

応できないatypicalな人間(型はすれ)も生れてくるのである｡これ紘一定文化内に於ける嚢化
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へのmal･adjustmentなのであって,文化的圧力-の個人のレヂスク-/スに外ならないのである.

そこで,同じ文化期待の圧力の下でaverage manとatypical manとが,何故に生す考かを考

えてみる必要があるのである｡

-一般にこっの文化が接触する場合,両者に何等かの変容をもたらすものであるが,此の文化型の

変化の過程に於いては再組織-の背しみがあり,ここにmarginal manが出現してくるのである

が,此の文化構造そのものに大変革が加えられ,再統合されることを　acculturation (文化移植)

と呼んでいるのであって,ある文化に所属する個人にもこO acculturationと同じことが起るので

ある.即ち,以前に学習された文化と新しいそれとが矛盾対立する場合,自己のもつ習慣の体系,

彼の鳳憩と行動を支配している価値体系,彼の常識の背後にある認識構造,等々の再組織をせまら

れるのである｡所謂,彼のパースナ1)デイの変容を行わなければならなくなるのであるO即ち,1以
�"�"�"�"

前の文化から再組織された文化-と文化所属をかえる事を意味するのである｡まさに, ･教育的形成

過程と綻,偶人に於けるかかる再組織の事実を云うのであって,機能的に抹acculturat王onのプ

73セスであると云い得るのであるd　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､
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